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報告書データ / Report
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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

熱電変換材料の一つであるβ- FeSi2（β相）は、母相中にSiを微細析出させること
で異方性のある電気伝導率の向上と熱伝導率の低減を図る研究が進められている。
本研究では効果的な特性改善に向けたβ相中の析出Siの方位制御の実現を目標に、
その基礎データとなるβ相と析出Siの結晶学的方位関係と界面構造を明らかにする
ことを行った。透過型電子顕微鏡を使った解析を行った結果、β相に対して[100]
方向へ一軸伸長するSi析出粒子が確認できた。界面での母相/析出Si間の方位関係
は[100]β//[110]Siに近い状態であることが分った。

実験
Experimental

はじめに、Fe, Si純元素粉末からアーク溶解にてα-Fe2Si5バルク材を作製した後、
真空下にて35h@973Kおよび13h@1023Kの熱処理にてSiが微細に析出したβ相
（以降β相+Si）を得た。評価ならびに解析は界面化学結合状態についてX線光電子
分光法 (XPS) 、界面結晶構造は走査透過型電子顕微鏡 (STEM/TEM) を用いた。

結果と考察
Results and Discussion

界面化学結合状態についてXPS測定を行ったところ、β相と析出Si界面には酸化物
は確認されずFeとSiのみによる結合状態であることが示唆された。β相/Si間の界面
を詳細に調査するためSTEM/TEMによる結晶構造解析を行った。図は973K熱処理
後のβ相および析出Si二相状態のTEM観察結果である。図(a)には明視野像とβ相の
電子回折図形 、図(b) には解析結果をもとに想定されるβ相の結晶構造の2次元投
影モデルを示している。図(a)からSiはβ相のa軸方向に沿って一軸方向に伸長した
ロッド状形態として析出Siすることが分った。熱処理温度1023Ｋでの試料について
も調査したところ、同様にβ相のa軸方向へ伸長していたが、直径が太く長さが短
い矩形の析出Siであった。β相の単結晶試料において熱電変換特性を調査したとこ
ろ、a軸方向においてゼーベック係数が比較的高くなっていた。今回のSiを微細析
出した物質においては熱処理温度に応じた違いが生じていたことから、β相のゼー
ベック係数の異方性を活用したa軸方向へ沿った微細Siの析出制御により熱電特性
の向上が期待できるのではないかということが分った。
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